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　　　本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想で　　　本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想で

　　　あり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの　　　あり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの
　　　業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。　　　業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。

！
注意注意

20082008年度年度 第１四半期第１四半期

決算説明会決算説明会

11

20082008年度第１四半期年度第１四半期 連結業績連結業績

（単位：億円）（単位：億円）

--16.8416.84円円63.3163.31円円80.1580.15円円11株当たり　　　　　　　株当たり　　　　　　　

四半期純利益四半期純利益

--22.122.1--91913193194.94.9％％4104106.06.0％％四半期純利益四半期純利益

--21.521.5--1501505505508.48.4％％70070010.210.2％％税金等調整前　　　　　税金等調整前　　　　　
四半期純利益四半期純利益

--23.223.2--139139459 459 7.07.0％％5985988.78.7％％営業利益営業利益

--5.05.0--3463466,5376,537100.0100.0％％6,8836,883100.0100.0％％売上高売上高

％％金額金額

増減増減20082008年度年度

第第11四半期四半期
20072007年度年度

第第11四半期四半期

--1717円円

+1+1円円

104104円円

163163円円

121121円円

162162円円

為替：米ドル為替：米ドル

ユーロユーロ

<参考> 営業利益増減要因（対07年度１Q）：

為替影響　　▲61 原材料価格上昇　　▲38

主要製品の販売数量は増加したものの、為替レート変動の影響等により減収減益

（単位：億円）（単位：億円）

価格下落　　▲190

S&S効果　　+130 拡販効果等　　+20



22*セグメント間取引消去後

イメージングイメージング ソリューションソリューション

単位：億円単位：億円

1,442
1,121

4

2007年度1Q 2008年度1Q

102

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

　　　　[ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高
営業利益

カラーフィルムの市場縮小、デジタルカメラの価格

　　競争激化等により、減収。

　為替円高影響　（△74億円）

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

1,121億円（前年比 22.3 ％減）

4億円（前年比 95.9％減）

銀価格の高止まり、為替円高影響に加え、

　 デジタルカメラの単価下落等により、減益。

（△（△22.3％））

[[0.4％]]

[7.1[7.1％]]

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

（△（△95.9％））

33

2007年度1Q 2008年度1Q

サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高

単位：億円

％：売上構成比

ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等ｶﾗｰﾌｨﾙﾑ等

電子映像電子映像

ラボ・ラボ・FDiFDi

ｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾗｰﾍﾟｰﾊﾟｰ

薬品等薬品等

　市場縮小による売上減少が継続するが、当社市場シェアは上昇。

他社との競争が激化する中、フォトブックなど付加価値プリントの拡販等に

　　より当社シェアアップを図る。

カラーフィルム等カラーフィルム等カラーフィルム等

　大手取引先への導入が一巡したことによる販売減少が継続。

　北米でインクジェットドライミニラボの販売を開始。
ﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞﾌｫﾄﾌｨﾆｯｼﾝｸﾞ

機器機器

電子映像電子映像電子映像

カラーペーパー・薬品等カラーペーパー・薬品等カラーペーパー・薬品等

フォトフィニッシング機器フォトフィニッシング機器フォトフィニッシング機器

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

1717％％

2929％％

2424％％

77％％

1616％％

1,442

第１四半期のデジタルカメラ販売台数は、ワールドワイドで185万台。

動画機能を充実したFinePix「Z20fd」、高画質で「世界 小・ 薄」＊ボディ
　　　の「Z200fd」を発売し、拡販強化。

（前年比： 24％減）

（前年比： 21％減）

（前年比： 10％減）

245245

419419

343343

9494

230230

　153億円　（前年比： 37％減）

　 318億円

　269億円

　85億円

1,121

153153
1414％％

318318

2828％％

269269
2424％％

8585 88％％

183183
1616％％

＊光学式５倍レンズ・手ﾌﾞﾚ補正機能搭載の有効画素数1000万画素以上のデジタルカメラにおいて。2008年5月現在。



44*セグメント間取引消去後

インフォメーションインフォメーション ソリューションソリューション

*セグメント間取引消去後

2007年度1Q 2008年度1Q

単位：億円単位：億円

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

フラットパネルディスプレイ材料、カメラ付き

　　携帯電話用レンズユニットの売上増などにより増収。

　為替円高影響　（△118億円）

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

2,652億円（前年比 1.2％増）

　　　　[ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

2,622

2,652

263

337

売上高
営業利益

（（+1.2+1.2％％））

[12.8[12.8％％]]

263億円（前年比　22.0％減）

上記主要製品の販売数量は増加したものの、

　　為替円高、原材料高騰等の影響を受け減益。

　　

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

[9.9[9.9％％]]
（△（△22.022.0％％））

55

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ

・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

グラフィックグラフィック

システムシステム

情報・産業機材情報・産業機材

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

米国経済不振による影響を受けたものの、新興国を中心に需要は拡大し、
　　CTPの販売数量は引き続き拡大。

増大するデジタルプリント需要に対応した次世代インクジェットデジタル　
　　プリンティグシステム「JetPress 720（仮称）」の開発を発表。

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

グラフィックシステムグラフィックシステムグラフィックシステム

記録メディア記録メディア

2007年度1Q 2008年度1Q

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

記録メディア記録メディア記録メディア

情報・産業機材情報・産業機材情報・産業機材

（前年比： 15％増）

（前年比： 15％減）

（前年比： 3％増）

　ミッドレンジ系「LTO Ultrium」*、ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ系ﾃﾞｰﾀﾒﾃﾞｨｱは順調に

　　販売数量を伸ばすが、為替影響等により、売上は低調に推移。

　光学デバイス分野でカメラ付き携帯電話用レンズユニットの売上が増加。

主要顧客の需要が増大し、産業用ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ用ﾍｯﾄﾞ売上が伸長。

*LTO Ultriumは、IBM社、Hewlett-Packard社、Quantum社の米国及びその他の国における登録商標です。

　「ﾌｼﾞﾀｯｸ」、及び「WVフィルム」等の高付加価値フィルムの売上が拡大。

　超広幅ﾌｼﾞﾀｯｸ生産工場が順調に稼働。（2008年４月）

2424％％

2929％％

2020％％

99％％

1818％％

2,622

単位：億円

％：売上構成比

622622

759759

522522

226226

471471

　610億円

　739億円

　599億円

　192億円

　486億円

サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高 （前年比： 2％減）

（前年比： 3％減）

610610

739739

599599

192192

486486

2323％％

2828％％

2323％％

77％％

1818％％

2,652

国内の診療報酬改定の影響により、ﾌｨﾙﾑの需要が減少したが、

　 FCR機器、医用画像情報ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの売上は拡大。

乳がん検出支援ｼｽﾃﾑ、３D画像解析ｼｽﾃﾑ等のﾗｲﾝｱｯﾌﾟ強化。



66

　ドキュメント　ドキュメント ソリューションソリューション

*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後*セグメント間取引消去後

2007年度1Q 2008年度1Q

単位：億円単位：億円

　　　　[ ][ ]：営業利益率：営業利益率

　　 ( )( )：前年比：前年比

売上高*・営業利益売上高売上高**・営業利益・営業利益

売上高
営業利益

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

2,819
2,764

165

202

売上高売上高売上高

営業利益営業利益

2,764億円（前年比　1.9％減）

202億円（前年比 22.0％増）

[[7.27.2％％]]

（（++22.022.0％％））

[5.8[5.8％％]]

（△（△1.91.9％）％）
カラー機を中心に欧米向け輸出が好調に推移
したものの、海外事業における為替変動に伴う
マイナスインパクトの発生により減収

為替円高影響　（△87億円）

原価改善、販管費の削減により増益

77

オフィスプロダクトオフィスプロダクトオフィスプロダクト

オフィスプリンターオフィスプリンターオフィスプリンター

プロダクションサービスプロダクションサービスプロダクションサービス

グローバルサービスグローバルサービスグローバルサービス

2007年度1Q 2008年度1Q

オフィスオフィス

プロダクトプロダクト

オフィスオフィス

プリンタープリンター

プロダクションプロダクション
サービスサービス

グローバルグローバル
サービスサービス

事業別セグメント情報事業別セグメント情報

5555％％

1616％％

1212％％

66％％

2,819

（前年比： 1％減）

（前年比： 横ばい）

（前年比： 2％増）

（前年比： 12％増）

サブセグメント売上高サブセグメント売上高サブセグメント売上高

単位：億円

％：売上構成比

　1,543億円

　466億円

　340億円

　183億円

1,5591,559

465465

334334

163163

1,5431,543

466466

5656％％

1717％％

340340
1212％％

183183 77％％

2,764

国内で、LEDプリントヘッド搭載のフルカラーデジタル複合機に加え、　
3月に発売した低価格のカラーデジタル複合機の販売が好調に推移。
モノクロ機を中心に需要が減少する中で、国内販売台数は前年並み
を維持。

欧米向け輸出、アジア・中国地域とも、カラー機の販売台数が増加。

国内では、「DocuPrint　C3050」、「DocuPrint C2250」を中心とした自
社ブランドのカラー機販売台数が増加。

国内OEM販売は供給先の販売低調で売上が減少。

アジア・中国地域、欧米向け輸出ともにカラー機の出荷台数が大幅に
増加。

国内ではカラー、モノクロ機ともにパブリッシングシステム販売台数が
増加。

欧米向け輸出でカラー・パブリッシングシステムの出荷台数が大幅に
増加。

　ドキュメントアウトソーシングビジネスを国内外ともに引き続き拡大。



88

20082008年度　業績見通し年度　業績見通し

　　((単位: 億円）

２００８年度第２四半期、通期の業績見通しは変更せず

（％）（％）

++12.6512.65円円

+5.3+5.3

+5.3+5.3

+1.3+1.3

+2.4+2.4

+7.4+7.4

--10.410.4

+1.9+1.9

対前年対前年
増減増減

2,1002,1007.2%7.2%--12.612.69509506.8%6.8%営業利益営業利益

12,20012,200+1.1+1.15,8005,800ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

11,90011,900+6.0+6.05,7505,750ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

4,9004,900--16.016.02,4502,450　　ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ　　ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ

218.08218.08円円--27.3527.35円円99.1399.13円円11株当たり当期純利益株当たり当期純利益

1,1001,1003.8%3.8%--22.722.75005003.6%3.6%当期純利益当期純利益

2,1002,1007.2%7.2%--17.217.29509506.8%6.8%税引前当期純利益税引前当期純利益

29,00029,000100.0%100.0%--0.60.614,00014,000100.0%100.0%売上高：売上高：

（％）（％）

20082008年度年度
通期通期

予想予想

　対前年　　対前年　
増減増減

20082008年度年度
22QQ累計累計

予想予想

--1414円円

--55円円

101101円円

157157円円

--1717円円

--33円円

102102円円

159159円円

為替：米ドル為替：米ドル

ユーロユーロ

99

内視鏡事業の統合内視鏡事業の統合

富士フイルム㈱　フジノン㈱の内視鏡事業を統合富士フイルム㈱　フジノン㈱の内視鏡事業を統合

＜従来＞＜従来＞ ＜統合後（＜統合後（20082008年年1010月月11日～）＞日～）＞

内視鏡事業内視鏡事業内視鏡事業光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業

メディカルシステム
事業部

メディカルシステムメディカルシステム

事業部事業部

内視鏡事業内視鏡事業内視鏡事業

ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾘｿｰｽを積極投入し、マーケ
ティングや製品開発機能を強化

　　富士フイルム㈱とフジノン㈱が連携し、　富士フイルム㈱とフジノン㈱が連携し、　
　　　　 内視鏡事業を推進内視鏡事業を推進

　　富士フイルム㈱が内視鏡事業を展開富士フイルム㈱が内視鏡事業を展開

吸収分割吸収分割

メディカルシステム
事業部

メディカルシステムメディカルシステム

事業部事業部

光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業

経営資源を光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業に集約経営資源を光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業に集約

100100％子会社％子会社



1010

（単位：億円）（単位：億円）有形固定資産の設備投資額有形固定資産の設備投資額※※

※ドキュメントソリューション部門のレンタル機器を除く。

481 507 530

960 1,015 940

198
179 230

06年度 07年度 08年度（予） 09年度（予）

1,6521,652

30
60 50

165

194 202

37

69
32

06年度1Q 07年度1Q 08年度１Q

232232

イメージング
インフォメーション
ドキュメント

■ 全社

年　度年　度年　度第1四半期第第11四半期四半期

参考データ参考データ

1,7001,700

323323

1

1,7021,702 1,7001,700

284284

13

1111

2,1542,154

減価償却費減価償却費 （単位：億円）（単位：億円）

2,2682,268

有形固定資産※の減価償却費　　 ※ドキュメントソリューション部門のレンタル機器を除く

327327 358358475475

410410

502502

第1四半期第第11四半期四半期 年　度年　度年　度

2,3002,300

1,6001,6001,5961,596 1,6001,6001,4641,464

177 188 188

227 223
271

184
83

56

06年度1Q 07年度1Q 08年度１Q

743 810

882

1,074

528

378

1 6

06年度 07年度 08年度（予） 09年度（予）

イメージング
インフォメーション
ドキュメント

■ 全社

参考データ参考データ

588588 495495

1

2,2002,200

516516

1
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（単位：億円）（単位：億円）研究開発費研究開発費

第1四半期第第11四半期四半期 年　度年　度年　度

7.1

6.3

6.6

06年度1Q 07年度1Q 08年度1Q

6.96.9

6.4

6.6

06年度 07年度 08年度(予） 09年度(予）

参考データ参考データ

1,7701,770
2,0002,000

435435 436436

：売上高に対する研究開発費の比率 (%)

2,1002,100
1,8761,876

463463

1313

（単位：億円）（単位：億円）

第1四半期第第11四半期四半期 年　度年　度年　度

27.1
26.8

28.5

06年度1Q 07年度1Q 08年度1Q

26.7
27.3

06年度 07年度

1,8711,871

7,6017,601

参考データ参考データ

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

1,8421,842

：売上高に対する販売費及び一般管理費の比率 (%)

7,5917,591

1,7691,769
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参考データ参考データ

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

475

879

1,039

731

404

531

1,226

508

△495

06年度1Q 07年度1Q 08年度1Q

（単位：億円）（単位：億円）

営業活動CF
投資活動CF
ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

　　　　　

キャッシュフロー

07年度１Q 08年度１Q

四半期純利益 410 319

減価償却費 495 516

運転資本増減額 61 87

未払法人税等他負債の増加 85 95

その他 -12 -138

営業活動によるCF 1,039 879

設備投資 -354 -417

事業買収 - -

その他 -177 13

投資活動によるCF -531 -404

フリーキャッシュフロー 508 475

1515

3,537

3,309

3,847

06年度末 07年度末 08年度１Q末

参考データ参考データ

現金及び現金同等物現金及び現金同等物

　　　　　

有利子負債有利子負債

社債及び長期借入金
社債及び短期借入金

　 D/E レシオ（倍）　

1,060 1,138 923

2,5602,5622,680

0.20.20.2

06年度末 07年度末 08年度1Q末

3,740 3,700

（単位：億円）（単位：億円）

3,483
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棚卸資産棚卸資産

参考データ参考データ

4,4814,1683,936

06年度末 07年度末 08年度1Q末

1.7ヶ月 1.8ヶ月

5,6795,9696,056

06年度末 07年度末 08年度1Q末

3,1913,4283,339

06年度末 07年度末 08年度1Q末

受取債権受取債権 支払債務支払債務

2.6ヶ月 2.5ヶ月

（単位：億円）（単位：億円）
（保有月数）（保有月数）

2.1ヶ月
2.6ヶ月

1717

参考データ参考データ

（単位：億円）（単位：億円）

2007年度 2008年度 2009年度

実績 計画 計画

売上高：
前年度比

（％）
前年度比

（％）
前年度比

（％）

イメージング　ソリューション 5,471 -9.6 4,900 -10.4 4,500 -8.2

インフォメーション　ソリューション
＊ 11,081 +8.0 11,900 +7.4 13,000 +9.2

ドキュメント　ソリューション 11,916 +3.5 12,200 +2.4 13,000 +6.6

28,468 +2.3 29,000 +1.9 30,500 +5.2

*参考

ﾒﾃﾞｨｶﾙ/ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 2,900 +9.0 3,200 +10.3 3,600 +12.5

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｼｽﾃﾑ 3,100 +7.2 3,150 +1.6 3,250 +3.2

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料 2,100 +18.6 2,400 +14.3 2,600 +8.3

光学ﾃﾞﾊﾞｲｽ 1,000 +22.9 1,100 +10.0 1,200 +9.1

為替：

　　　　　　  　米ドル 115円 100円 100円

ユーロ 162円 155円 155円

VISION75 (2008) VISION75 (2008) 業績目標業績目標
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富山化学工業㈱新薬開発スケジュール

参考データ参考データ

非臨床試験 P I P II P III 申請 剤形

YP-18 β-ラクタマーゼ阻害剤配合抗生物質 日本 注射

T-614 抗リウマチ剤 日本 経口

T-3811 ニュータイプのキノロン系合成抗菌剤 日本 注射
*

米国 経口/注射

欧州

T-3262
10％ 細粒

ニューキノロン系合成抗菌剤 日本 経口

T-3762 ニューキノロン系合成抗菌剤 日本 注射**

T-817MA アルツハイマー型認知症治療剤 米国 経口

T-5224 抗リウマチ剤 日本 経口

（R7277） 海外

T-705 抗ウイルス剤 日本 経口

米国

T-1106 抗ウイルス剤 日本 経口

T-2307 抗真菌剤 日本 注射

* 経口剤「ジェニナック錠」としては、2007年に承認済み

**2002年に承認済みの「バシル点滴静注液」の用量追加

開発段階
地域薬効開発番号

2008年７月16日承認取得

1919

為替、人員為替、人員

為替為替

人員人員
（単位：名）（単位：名）

（単位：円）（単位：円）

163163

104104

11QQ

20082008年度年度

159159

106106

44QQ

162162

115115

33QQ

162162

118118

22QQ

164164

113113

11QQ

162162ユーロユーロ

121121米ドル米ドル

20072007年度年度

参考データ参考データ

76,35876,358

2007.32007.3末末

78,16178,161

2007.62007.6末末

78,76578,765

2008.62008.6末末 2008.32008.3末末

78,32178,321連結連結

＊為替感応度（年間/対営業利益）　US＄　12億円　ﾕｰﾛ　11億円　　　　



経営企画部経営企画部 IRIR室室

http://www.fujifilmholdings.com

わたしたちは、先進・独自の技術をもって、

最高品質の商品やサービスを提供する事により、

社会の文化・科学・技術・産業の発展、

健康増進、環境保持に貢献し、

人々のクォリティ オブ ライフのさらなる向上に寄与します。


